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休m 6 --16 kg の維持:成犬を用い，左腎動脈 l乙部分的狭窄を作成した後高血圧となったもの30
頭を対象とし，次の 3 群に分けて実験を行なった。 (a) 初期群:腎動脈狭窄後10 日以内のもの(
以下初期群とする )0 (b) 短期群:腎動脈狭窄後 1 ヶ月以内のもの(以下短期群とする)口 (c) 長









(b) 排出性腎孟レ線撮影法:造影剤は70% Sodium acetrizoate 7 --10cc を用い，撮影は 5 分
後及び10分後に行なった口
(c) 腎静脈カテーテノレ法:右外頚静脈及び左股静脈より，血管カテーテノレを挿入し，左右の腎静
脈血を採取することにより，ノf ラアミノ馬尿酸ソーダ(以下 PAH) 及びチオ硫酸ソーダ(
以下 S T S) の除去率の測定， 腎血流量の測定 (Fick の原理を応用) , 各腎抵抗の測定(
Gómez の式を応用) ，及び各腎静脈圧の測定を行なった。
(d) 大動脈レ線撮影法:股動脈より血管カテーテルを逆行性に大動脈の腎動脈分岐部より心側ま
で挿入し， 70% Sodium acetrizoate 10cc を注入し，注入終了と同時に撮影した。




(a) 排油性腎孟レ線撮影法: 50例の高血圧患者に対し， 5%ブドウ糖液の点滴静注による急速利
尿の下，造影剤 (60労 Sodium diatrizoate) 30cc を注射後 1 ， 2 , 3 , 5 , 10, 15，及び20
分に撮影した口




















( a) 排油性腎孟レ線像所見: 50例中 4 例 lこ動物実験成績を応用して本法の所見のみで偏腎性高血
圧，とくにー側腎血管性高血圧の診断を行なうことが出来た。即ち忠側の造影剤の Hypercon­
centration が認められた。
(b) 大動脈レ線像所見:そのレ線像所見は多岐多様にわたっているが，次の 6 群に分類すること
が出来た。 C1 )腎動脈が部分的に細く，狭窄部末梢部に拡張がある場合， C I )腎動脈が造
影不充分で，腎内動脈枝が狭小化を来たしている場合， C皿)腎影像が非常に濃く描出される






































本実験の腎孟レ線像における患側の hyperconcentra tion は糸球体機能と尿細管機能の平衡関係が，
高血圧による腎血行動態の変化によって破られた結果であることと全く一致しており興味深い。
以上，本研究は，高血圧の治療が未だ対症療法の段階である今日，手術的治療可能の高血圧を最も
簡単に，確実に診断出来るレ線検査法について，詳細に検討した点に意義があり，これによって高血
圧の外科的治療成績が向上するものと信ずる次第であるo
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